
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
愛知県幼児教育センター 

【愛知県教育委員会義務教育課】  

愛知県版「架け橋期のカリキュ

ラム例」等の資料を掲載してい

ます。 

 

 幼保小の架け橋プログラムの

実施に向けての手引き（初版） 

【文部科学省】 

幼保小の架け橋プログラムの

実施に向けての手引き（初版）

の PDF データとなります。 

 

 

幼保小の架け橋プログラム 

【文部科学省】 

幼保小の架け橋プログラムを実

施する手引き等に関する理解を

深めるための動画が掲載され

ています。 

 

 幼児教育の重要性・遊びを通し

た学び 

【文部科学省】 

幼児期の大切な学びが分かる

動画シリーズ等が掲載されて

います。 

 

子供の「わくわく」・「いきいき」を園から小学校へとつなげる 

小学校での学びは「０からのスタート」ではありません。子供の「わくわく」・「いきいき」と

した姿を園から小学校へとつなげていくためには、幼児教育と小学校教育の円滑な接続

が必要となります。 

幼児教育と小学校教育、一見すると違うものに見えますが、子供たちに「育みたい資質・

能力」や、「主体的・対話的で深い学び」「個別最適な学び」「協働的な学び」の考え方に

は、連続性・一貫性があり、幼児期の遊びと、児童期の学びは連続しています。 

幼児期からのつながりのある教育を実現するためには、園と小学校の教育関係者が交

流を通してつながり、双方の教育のよさと違いについて理解を深め、接続を意識した保育・

授業に生かしていくことが求められます。 

さあ、立場を越えた大人同士がつながり、子供たちの未来を築いていきましょう！ 

小学校での学びは「０からのスタート」ではありません 

「わくわく」・「いきいき」

幼保小の架け橋ガイド
本ガイドの解説動画 

「幼保小の架け橋プログラム」 

の実施に向けて vol.2 

愛知県幼児教育センター 

先生がつながる 

子供がつながる 
環境や支援がつながる 

遊びと学びがつながる 

園と小学校を行き来

することで、顔の分かる

関係づくりを進め、互い

の教育内容や子供たち

の様子を理解し合い、め

ざす子供像を共有しよう 

どちらの子供にとっ

ても、学びがある交流

活動を進めよう 

めざす子供を育てるた

めに大切にする環境や援

助、支援を共有しよう 

園と小学校で共有した子

供の育ちへの願いや思い、

取組を「架け橋期のカリキュ

ラム」にまとめよう 

子供の「わくわく」・「「きいきい」とした姿を、 
園から小学校へ、架け橋でつなげるために 

「架け橋プログラム」の実施に向けて役立つ資料を紹介させていただきます。 

ぜひ、ご活用ください。 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/gimukyoiku/youjikyouiku20230401.html
https://www.mext.go.jp/content/20220405-mxt_youji-000021702_3.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220405-mxt_youji-000021702_3.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1258019_00002.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/mext_02697.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/mext_02697.html
https://www.youtube.com/watch?v=kom1-UdAdqo
https://youtu.be/kom1-UdAdqo
https://youtu.be/kom1-UdAdqo
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● 幼保小合同会議※４がある。 

● 子供の姿から育ちや学びを伝え合い、

「めざす子供像」を共有している。 

★ 幼児と児童の双方に学びがある交流にな

るように工夫されている。 

◆ 環境の共通理解がある。 

■ 共通の視点をもとに、架け橋期のカリキュラ

ムの内容について、検討・開発を行っている。 

 

フェーズ２【検討・開発】 

〇 子供の生活や活動について共有

したうえで、スタートカリキュラム・

アプローチカリキュラムを編成・実

施している。 

〇 子供の交流がある。 

〇 連携の窓口が、幼児教育施設（以降は

園と表記）・学校にある。 

〇 先生への意識啓発と参画がある。 

フェーズ１【基盤づくり】 

 

● 幼保小合同会議が定着している。 

● 互いの保育・教育の内容や方法につい

て理解したことをもとに、保育・授業の改

善・発展に努めている。 

★ 持続的・発展的な子供の交流が実施されて

いる。 

◆ 環境の活用の充実が図られている。 

■ 架け橋期のカリキュラムの見直しを毎年度

行っている。 

フェーズ４【改善・発展】 

● 幼保小合同会議が充実している。 

● 相互参観や協議を行い、互いの保育・教育

の内容や方法について理解を深めている。 

★ 子供の交流が充実している。          

（自発的な交流等） 

◆ 環境の活用について、教職員が一緒に考え

る機会がある。 

■ 架け橋期のカリキュラムが実践されてお

り、共通の視点は実践に生かされている。 

フェーズ３【実施・検討】 

フェーズ１【基盤づくり】からフェーズ２【検討・開発】へ、取組を進めましょう。 

二次元コードでは、【基盤づくり】から【検討・開発】へ

と取組を進めた小学校区の事例を紹介しています。

コードを読み取るか、クリックすることで、実践例を

ご覧ください。 

授業参観を通して、小学校で大切に

している指導・支援を共有しました。 

保育参観を通して、「環境を通して行

う教育」について知り、小学校における

環境※２の構成について話し合いまし

た。 

●◆保育参観 

※１ 共通の視点…幼児教育と小学校教育の円滑な

接続を図るために、関係者が共有すべき

教育的な観点や価値観 

※２ 環境…単なる物理的空間ではなく、子供の主

体的な活動を促す教育的な場として、教

師の意図と工夫によって構成されるもの 

※３ 架け橋期のカリキュラム…架け橋期において、

幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図

るために、教育内容・方法を体系的に構成

した教育計画 

※４ 幼保小合同会議…小学校区で編成する組織。

構成員は、園・小学校、園担当部局、教育

委員会等の担当者 

 

 

無理なく進める 

「架け橋カレンダー」（例） 

園 と 小 学 校

が、子供たちの

様子や互いの教

育内容を知り、

めざす子供像を

共有しました。 

●めざす子供像と 

共通の視点※１の協議 

幼児と児童の双方に学びがある交流

活動を計画し、実施しました。 

★子供の交流 

■カリキュラムの作成 

これまでの取組を振り返

り、「架け橋期のカリキュラ

ム」
※３
にまとめました。 

●◆授業参観 

※●★◆■は、上記サイクル図の記号と関連 

 
先生が 

つながる 
遊びと学び 
がつながる  

子供が 
つながる  

 

環境や支援 
がつながる 

https://drive.google.com/file/d/18rKhbliacDvOEUXVD-YMzewJyCdENlId/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1yb2Vrr4lQ7uEidBxigexcL0IJh2HiMkR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10bqMlYgZrSgM7XVSdVyKmalLu5Q2cYJv/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/100BjcPOl_UVbO-aA4C7SQg77IcU6X_rZ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1o_o0N0hL7MCCxqHL-LX92arjghhd7H_V/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/129VfmGeOlLM0EaqPHhok4e_zQqPHJgoK/view

